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科 目 名：Japan-Expert インターンシップ I/Ⅱ 

担当教員：三好優花・澤田浩子 

成績評価方法：①計画書の作成：10％ ②教案教材作成および模擬授業：20％ ③教案教材作成および本実習：40％  

④最終レポート・報告書：30％ 

成績評価基準： 

 A+（90点以上） A（80～89点） B（70～79点） C（60～69点） D（60点未満） 
① 計画書の作成（10％） 実現可能な計画およ

び目的が具体的かつ

明確に示されている 

目的や計画が概ね明

確であり、実現可能性

がある 

一部にやや曖昧な点

があるが、目的や計画

が示されている 

全体的に曖昧ではあ

るが、目的や計画が示

されている 

目的が全く示されて

おらず、計画も不明確

である 

② 教案教材作成および

模擬実習（20％） 

 

教授内容を完全に理 

解し、非常に優れた 

実践ができている 

教授内容を的確に理

解し、優れた実践がで

きている 

教授内容を理解し、妥

当な実践ができてい

る 

教授内容の理解に問

題はあるが、実践はで

きている 

教授内容の理解がで

きておらず、実践も適

切でない 

③ 教案教材作成および

本実習（40％） 

 

教授内容を完全に理 

解し、非常に優れた 

実践ができている 

教授内容を的確に理

解し、優れた実践がで

きている 

教授内容を理解し、妥

当な実践ができてい

る 

教授内容の理解に問

題はあるが、実践はで

きている 

教授内容の理解がで

きておらず、実践も適

切でない 

④ 最終レポート・報告書

（30％） 

実践過程が克明かつ 

客観的に示され、内 

省および改善の提案 

が具体的かつ説得力

がある 

実践過程が客観的に

示され、内省および改

善の提案に説得力が

ある 

実践過程が客観的に

示され、内省および改

善の提案が記されて 

いる 

十分とは言えないが、

実践過程や内省およ

び改善の提案が記さ

れている 

実践過程の記述や内

省および改善の提案

ができていない 


